『漢語動詞-結果補語搭配詞典』補遺 : 結果補語になる述語について (言語研究, <特集>中国における地域文化研究及び言語研究) by 石村 広
１． はじめに
藍凾滴・醜蛤・途 （園）『査囂強簡―潤惚温囂喜塘簡灸』（１９８７年初
版，臼奨囂冱僥垪竃井芙）（以下、『喜塘簡灸』と略す）は中国語を学習
する外国人を対象に編纂されたもので、結果補語をピンインの ABC順
に配列したユニークな辞書である。現在この本は入手困難であるばかり
か、類書も極めて少ない。だが、このような補語辞典は有用かつ必要で
ある。
「動詞＋結果補語」構造の組み合わせは比較的自由であり、補語とな
る述語の語義も実に多様である。結果補語は文法カテゴリーの一つであ
るから、一般の中国語辞典においてこの側面に関する記述が貧弱になる
ことはどうしても避けられない。Chao（１９６８b［１９８０］）は「文法は、
多数の事実をカバーするのに比較的少数の記述しか必要としないのに、
辞典は、１語１語ずつ、個別的な事実を、語彙のあるかぎり記録してお
かなければならない」と述べているが、語と語の連接を扱う統辞的・文
法論的性格の強い補語辞典は、大雑把に言えば、文法書と一般の辞典の
中間に位置するものとなる。補語辞典の意義はそこにある。しかも近年、
結果述語構文や複合動詞構造への関心の高まりから、中国語研究者ばか
りでなく他の領域の研究者、とりわけ理論言語学者や日本語文法研究者
の間でも「動詞＋結果補語」構造の仕組みが注目されるようになってき
ている１）。以前にも増して言語学的見地に耐えられるだけの正確な記述
が求められていると言わなければならない。
ところが『喜塘簡灸』の中身を詳しく見てみると、収録語の遺漏や文
法情報の欠如が目立ち、今日では部分的な書き改めと補筆追加が必要で
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あることに気付く。しかもそこに掲げられている語釈と注釈はすべて英
語で書かれているため、日本語を母語とする私たちにとって決して使い
やすいものとは言えない。ここで改めて本辞典を叩き台とし、結果補語
に充当する述語を網羅的に調べてみることは、教育学的にも言語学的に
も有益であると考える。
以上の観点から、本稿では、『喜塘簡灸』に収録されている結果補語
の見出し語とその下位項目（以下、「項目」とする）を見直し、結果補
語になる述語の調査を通じて、理想的な結果補語辞典のあり方について
考えてみたい。叙述は以下の順序に従う。まず、削除すべき語と新たに
追加すべき語を検討して、本稿の修正案を提示する。ついで、この修正
案を基に改めてリストを作成する。このリストは、結果補語辞典に必要
と思われる文法情報を提供するという視点から、品詞区分（動詞／形容
詞）の違いに基づいて作成する。そして最後に、その調査結果と品詞以
外の下位分類（内部構造と意味機能の違い）の可能性について補足的に
言及する。
２． 見出し項目について
『喜塘簡灸』の体裁は、冒頭の２つの見出し語“茜”と“芦協”を例
に示すと、次のようになっている。

ˆ
i 茜 （１） low
芦１～ ｜
｜
委邦霜遊２芦～乂，頃徨断祥辛參徭失肇俊邦阻。
喜３～ ｜
｜
椎倖棟徨４喜～阻，繁脅酔序音肇阻。
敬～ ｜ 宸匯揮５表載互，敬字６泌惚敬～阻氏弉７壓表遊８貧。
（以下省略）
（２） short（of stature）
儿３６～ ｜ 麿倖徨音互，頁弌扮昨孤嶷試３７儿～議。
1. install ; fix 2. tap ; faucet ; bibcock 3. put up ; build 4. shed
5. this region 6. aeroplane ; aircraft 7. bump against 8.
hilltop・・・ 36. press 37. do heavy work
ndìng 芦協 stable ; quiet ; settled
（９３）７０
狛～～ ｜
｜
黍嘱１碍恠２參朔，厘断議晩徨嘉狛～～阻．
廖～～ ｜ 厘断胡衣３欺宸隅音消４，珊短廖～～椿！
1. enemy troops 2. withdraw 3. move(house) 4. soon ; before long
見出し語や項目にはすべて実例が挙がっている。語義が複数ある場合
は（１）（２）…のように項目を立てて表示している。本書に収録され
ている見出し語の数は３２３個、別義と解して立てられた項目数は合計４１８
個である。
本稿における結果補語の実質的な数量は、見出し語数ではなく、項目
数を指している。見出し語が同じであっても項目の品詞が同じであると
は限らないし（本稿注５参照）、“累死”（疲れて死ぬ／ひどく疲れる）
のように、実際の使用状況によって補語の語義やそれが表す意味内容も
違ってくるからである。派生義をいくつ認めるかという問題は残るが、
まずは使用法の広がりを観察しなければならない（４．３）。
分類作業に入る前に、本節ではこの『喜塘簡灸』の見出し語および項
目の中身を検討してみたい。まず削除した方がよいと思われる語（およ
び項目）を検出し、ついで『喜塘簡灸』に収録されていないものを補
足・追加する。
２．１ 削除する見出し語と項目
『喜塘簡灸』にある見出し語の中から今回削除の対象としたのは、方
向補語とその派生義である。動詞に接合したときの“在”と“公”は、
文法カテゴリーについて意見が分かれるところだが、ここでは装月鯖等
（２００１：５４４，６３４―７）の記述に従い、結果補語と見なしてそのまま残す
ことにする。検出したのは、以下の１０語、３０項目である。以下、見出し
語に付した数字は、項目であることを示す。
竃１（出る），竃２（出る、現れる），竃鯉隅２（枠からはみ出る），
欺１～（～に：着点），欺２（～まで：時間・程度），欺３（※動作の目
的が達成したことを示す），欺４（～まで：事態の深刻さを表す），欺５
～（一緒に、一つに），欺６～（～に：影響），欺／久２（底まで），狛
１（渡る、越える），狛２（過ぎる、越えてゆく），序（入る），蝕１（分
離する），蝕２（開く），蝕３（～しだす），蝕４（広がっていく、引き
続き～する），蝕５（沸騰する），蝕６（（茶などを）煎じて出す），蝕７
６９（９４）
（（スペースを）空ける），蝕８（（ある態度を）示す），軟１（起きる、
上げる），軟２（～し終える※動作の完了を表す），軟３（～し出す），
貧１（上がる），貧２（～し始める），貧３（～し終える），和１（下が
る、降りる），和２（※動作の完了を表す），和３（※収容できる余地が
あることを示す）
２．２ 追加する見出し語と項目
学習辞書としての性格上やむを得ないところだが、『喜塘簡灸』には
未収録の結果補語が少なくない。その中には、使用頻度が高いと思われ
るものも存する。今回筆者が『嶄忽囂温囂箭盾（晩猟井）』（２００１年初版，
臼奨：斌暦咫慕鋼）（以下、『温囂箭盾』と略す）に出てくる結果補語の
用例を全て突き合わせた結果、『喜塘簡灸』に未収録の項目が３７個見つ
かった２）。またこれ以外に市販の４冊の中国語辞典３）からも、管見の及
ぶ範囲で未収録の項目を３７個検出した。本稿では、両者を併せた計７４項
目（見出し語の数は計５５個）を用例と共に新たに追加しておきたい。下
のリストがそれである。なお、市販の中国語辞典から未収録のものを選
定する際には、結果補語として用例が挙がっていることを一定の条件と
した（＊印で表示）。以下、／印は間に他の成分を挿入できることを示
す。
（１）移１：負ける、敗れる．¶宸徒薙麿姫～（この対局は彼が負けた）
（２）移２：（花や葉が）しぼむ．¶宸嶋雑隅厮将蝕～阻（この鉢の花は
もう散ってしまった）
（３）音俚：やまない．止まらない¶麿断匯岷葎椎周並尸胎～（彼らは
ずっとあの件のために言い争いがやまない）
（４）撹孔：成功する．¶喩措弌拓嶮噐個措～阻（優良品種の小麦がつ
いに改良に成功した）
（５）渇２：引き付けを起こす．¶付～阻（熱で引き付けを起こした）
（６）＊艦苧：賢い．¶慧～乂（もっと利口になれ）―『中』
（７）巌：もろい．歯ざわりがよい．¶弱往疹～阻挫郭（“弱往”はパ
リッと焼くとおいしい）
（８）記：（味・色・濃度が）薄い．¶恂～阻匆音挫郭（薄味に作っても
あまりおいしくない）
（９５）６８
（９）＊宜３：（店などが）つぶれる．¶熔性帽委弌二匍脅七宜阻（トラス
トが小企業をみな押しつぶしてしまった）―『白』
（１０）具伉：胸がむかつく．¶椎倖暇湊嗟偵，脅委厘郭～阻（その料理
は脂っこすぎて、私は胸がむかむかした）
（１１）＊窪１：疲れている．¶恠～阻（歩き疲れた）―『現』
（１２）＊窪２：［方言］（効果が）出尽くしている．¶薮～阻議伍勞（張っ
て効かなくなった膏薬）―『現』
（１３）巷峠：公平である．¶寄社議斥強惚糞哘乎蛍塘～（みんなの労働
に対する報酬は公平に分配すべきだ）
（１４）＊行：賢い．¶弌悟隅践脅僥～阻（男の子二人はどちらも利口に
なった）―『東』
（１５）高錆：つるつるしている．¶張～阻挫貧嗟那（つるつるに磨くと
ペンキを塗りやすい）
（１６）錆２：ずるい．＝“捌”
（１７）酷：値段が高い．¶宸翠燕択～阻（この時計は高く買ってしまっ
た）
（１８）挫２：（体・怪我などが）良い．※別義と解して立項¶麿議彬胡劍
～，祥嗽試埔壓白剌貧阻（彼の怪我は治ったばかりなのに、もう
コートで動き回れるようになった）
（１９）＊才：仲直りする．和睦する．¶嬉阻叱定嫐，恷朔褒圭讐～阻（何
年か戦った末、最後には双方が講和した）―『東』
（２０）栽尖：理にかなっている．¶廖型勣蛍塘～（住宅は合理的に割り
当てなくてはならない）
（２１）栽癖：ちょうどよい．¶丗捲編～阻壅択（試着してみてぴったり
だったら買う）
（２２）朔：後ろである．¶恷挫壅容～叱爺（できればもう数日延ばして
ほしい）
（２３）＊雑２：［方言］擦り切れている．¶倪徨脅張～阻（袖がすっかり擦
り切れた）―『現』
（２４）＊産才：穏やかである．¶笥賑慧～阻（口ぶりが穏やかになった）
―『中』
（２５）式／鯉：合格する．¶麿方僥短深～（彼は数学の試験が合格しな
かった）
６７（９６）
（２６）＊逗２：［方言］度を超えている．（消耗が）ひどい．¶辛委麿公卓
～阻（彼をひどく罵った）―『白』
（２７）雛：損をする．¶麿算型徨算～阻（彼は家を交換して損した）
（２８）昔：堅固である．しっかりしている．¶鴻御短嗤薮～（広告を
しっかりと貼り付けていない）
（２９）＊昔耕：丈夫である．¶委仇児嬉昔耕（建築物の基礎を頑丈にする）
―『東』
（３０）昔真：しっかりしている．¶迄～昔真阻嘉慧伉（しっかりと鍵を
かけておいたら安心できる）
（３１）＊析３：長く．久しく．¶匯檎～阻音挫嵶阻（長くほうっておくと
治しにくい）―『中』
（３２）＊旋鯛：きちんとしている．＝“旋沫”¶委塁徨辺憤～阻（部屋を
きちんと片づけた）―『現』
（３３）＊側：［方言］（体が）虚弱である．¶匯魁押委附徨孵木側阻（病気
にやられ衰弱してしまった）―『東』
（３４）＊谷１：びくびくしている．¶宸和辛委麿賄～阻（今度ばかりは彼
はすっかりおじけづいた）―『現』
（３５）＊谷２：［方言］怒る．¶委麿版～阻，低勣郭寄雛（彼を怒らせたら、
君はきっと大損することになる）―『現』
（３６）痴：夢中になる．¶麿心白隅脅心～阻（彼は球技の観戦にすっか
りはまってしまった）
（３７）＊苧易２：物分りがよい．¶慧～乂（もっと身の程をわきまえろ）
―『現』
（３８）＊顛：ダウンする．のびてしまう．¶宮宮拙～阻（弟は疲れてのび
てしまった）―『白』
（３９）働疏：きれいである．¶椎倖弌溺頃隅海～阻（あの娘は美しく
育った）
（４０）峠２：スコアが同じである．¶曾錦餅～阻（両チームはサッカー
の試合を引き分けた）
（４１）峠屁：むらがない．¶委椎叱倖笥期冊～（その何枚かの紙袋をむ
らなく貼る）
（４２）＊輩：頻繁である．しきりに～する．¶肇～阻郡宜孃繁奎腕（足し
げく行くとかえって人から嫌われる）―『中』
（９７）６６
（４３）＊賠易：［方言］はっきりしている、明白である．¶麿傍阻磯爺匆短
委諒籾傍～（彼は長いこと話したが、問題をはっきりさせなかっ
た）―『白』
（４４）＊孵２：（商売で）損をする．¶択沢恂～阻（商売をして損をした）
―『白』
（４５）複：残る．¶峪抹～匯泣隅阻（縮んで少ししか残らなかった）
（４６）覆：勝つ．¶宸魁白麿断嬉～阻（この球技の試合で彼らは勝った）
（４７）＊母５：（植物の実が）熟している．¶宸倖孟隅海～阻（この桃は熟
れている）―『白』
（４８）＊棒４：（程度が極点に達していることを示して）ひどく．とても．
¶丶～繁（おかしくてたまらない）―『現』
（４９）防：ゆるい．¶委輿条～匯乂（土を掘って少し柔らかくする）
（５０）邑街：透徹している．¶勣委狸芹議醜泣蛍裂～（矛盾の焦点を徹
底的に分析しなくてはならない）
（５１）＊邑競：極みである．※貶義語に用いる¶遣移邑競（腐敗しきって
いる）―『現』
（５２）要：うまくまとまる．¶訳周霧～阻宅？（条件については話がま
とまりましたか？）
（５３）要輝：適切である．¶蛍垢勣蛍～（仕事の分担は適切に行わなく
てはならない）
（５４）頼２：（動作を）終える．※別義と解して立項¶析弗讐～伏簡，嘉
蝕兵讐仁猟（先生は新しい単語を説明し終えてから、本文を教え
はじめる）
（５５）＊梁才：穏やかである．¶委笥賑慧～阻俯謹（語気をうんと穏やか
にした）―『白』
（５６）＊糧嶷：慎重である．¶慧～乂（もっと慎重に振る舞いなさい）―
『現』
（５７）＊蓮院：希薄である．※書面語¶欠委敵冖肯～阻（風が濃煙を吹き
散らした）―『白』
（５８）№：似ている．¶郡中繁麗載佃廾～（悪人らしく扮するのはとて
も難しい）
（５９）＊弌伉：注意深い．¶囑並慧～乂。（ものごとには慎重にせよ）―
『中』
６５（９８）
（６０）＊偈：飽き飽きする．¶宸叱鞘三厘脅油～阻（これらの話はもう
すっかり聞き飽きた）―『白』
（６１）冢鯉：厳しい．¶斤頃徨議僥楼匯協勣砿尖～（子供の勉強に対し
ては必ず厳格にしなくてはならない）
（６２）＊凵：飽きる．¶宸倖准朕寄社脅心～阻（この番組は皆すっかり見
飽きた）―『白』
（６３）＊凵賑：［方言］つまらない．退屈である．¶低匯協吉～阻杏（きっ
と長い間待って退屈したでしょう）―『白』
（６４）垈２：円満である．うまく整っている．¶邪三頁載佃傍～議（嘘
は言い通すのが難しい）
（６５）＊嫻（zhàng）１：（水分を含んで）膨らむ．¶狭徨倒～阻（豆が水
に漬かって膨らんだ）―『現』
（６６）＊嫻２：使いすぎる．超過する．¶熱雑～阻（金を使いすぎた）―
『現』
（６７）＊尹：呆然とする．¶並秤竃⑬誼宸担融隼嗤乂妾～阻（事件が突然
発生したので少しびっくりしてあっけにとられた）―『白』
（６８）屎鳩：正確である．¶潤胎匯協勣和～（結論はぜひとも正確に下
さねばならない）
（６９）廳：儲ける、儲かる．¶恂択沢恂～阻（商いをして儲けた）
（７０）彝：たくましい．¶委復笥劍～（家畜を丈夫に育てる）
（７１）＊恠２：（もとの状態が）失われる¶低委圻吭讐～阻（君は元の意味
を伝えそこねた）―『現』
（７２）＊恠／医：（話が）本題からずれる。¶音孚後廷，讐～阻～隅（原稿
どおり読もうとせず、話が本題からずれてしまった）―『白』
（７３）＊恠／凛：見誤る．¶鎮彭挫歯輝肝歯，低辛彭～阻（よい品なのに
粗悪品だなんて、まったく君の見当違いだ）―『現』
（７４）＊恊嶷：（行為・態度が）立派である． ¶委蓑業慧～乂（もっと立
派に振る舞え）―『中』
３． 品詞カテゴリーと音節形式に基づく分類
前節において、『喜塘簡灸』の見出し語３２３個、項目総数４１８個に対し
て１０語・３０項目を削除し（２．１）、新たに５５語・７４項目を追加したため
（９９）６４
（２．２）、最終的に得られた結果補語の見出し語数は３６８個、項目数は４６２
個となった。既に見たように、『喜塘簡灸』では文法に関する情報が与
えられていないので、まずは以上の如く修正したものを基にして、結果
補語になる述語の品詞分類を試みたい。ここではその拠りどころとして
『⑬旗査囂簡灸』（２００５年第５版，北京：斌暦咫慕鋼）の品詞表示を参考
にしたが、周知のように、中国語の品詞の境界は曖昧なところがあり、
未だ定説と言えるものはない（甑費２００２，藍尼霜２００３他参照）。そこで
この他にも『白水社中国語辞典』（２００２年初版，東京：白水社）（以下、『白
水社』と略す）を参考にし、品詞区分の違いを比較できるようにした。
そして各品詞グループの述語を音節形式（単音節／複音節）別に分類し
て、結果補語の傾向を調べてみた。付属語４）に属するものやどの文法カ
テゴリーに属するか不明なものは「その他」としておく。
３．１ 形容詞（＊印（１２例）は『白水社』で動詞であることを示す。）
３．１．１ 単音節形式
茜１（（丈が）低い），茜２（（背が）低い），圧（暗い），易１（白い），
易２（（字音・字形が）間違っている），院（薄い），吋（満腹である），
奄１（平べったい），奄２（（地位が）低い），苑（bie
ˆ
）（凹んでいる、
しぼんでいる），禍（ひどい、散々である），課（ぞんざいである），餓
（間違える），廻（いやしい、ほしがる），海（chng）１（長い），海２
（久しい），咳（湿っている），岳（遅い），轄（（粥・汁などが）濃い），
株１（臭い），株２（評判が悪い），汗（愚かである），間１（太い），間
２（粗野である），間３（（声などが）しわがれている），巌（もろい．
歯ざわりがよい），危（間違っている），寄１（大きい），寄２（重大で
ある），寄３（（人が成長して）大きい），寄４（音量などが）大きい），
岐１（愚かである），岐２（呆然とする、ぼんやりする），記（（味・
色・濃度が）薄い），詰（低い），玉（短い），斤（正しい），緊（よく切
れない），謹２（さらに、ずっと），謹３（たくさん），窪１（疲れてい
る），窪２（（効果が）出尽くしている），軍（煩わしい），＊郡（逆さま
である），景１（肥えている），景２（だぶだぶである），源（富んでい
る），孤（gn）（乾いている），互（高い），行（賢い），高（すっかり
なくなる），酷（値段が高い），挫１（～し終える、ちゃんと～する），
挫２（（体調などが）よい），菜（黒い、暗い），碕１（赤い），碕２（人
６３（１００）
気がある），搾（厚い），雑１（（色や種類が）混じっている），雑２（擦
り切れている），錆１（すべる），錆２（ずるい），撒３（とても、ひど
く），仕（慌てふためく），仔１（黄色い），視（濁っている），試１（（描
写などが）生き生きしている），試３（固定していない、融通性があ
る），＊識１（焦る、いらいらする），識２（速い），＊識３（気をもむ），
錫（鋭く尖っている），秋１（行き詰まる），秋２（こわばっている、か
じかんでいる），醜（焦げる、（焼けて）かりかりである），諸（ぴった
りしている、きつい），除（近い），娼（利口である），昌１（何も残っ
ていない），昌２（清潔である），消（（時間が）長い、久しい），症（古
い），進（喉が渇いている），腎１（空である），腎２（動作が無駄に終
わる、むなしい），逗１（苦しい），逗２（度を超えている、（消耗など
が）ひどい），酔１（速い），酔２（鋭利である），錐（広い），是（眠
い），醒１（（煮えて）ぐたぐたである），醒２（腐っている），醒３（（使
い古して）ぼろぼろである），昔（堅固である、しっかりしている），析
１（古い、老いている），析２（（火を通しすぎて食物が）固い），析３
（（食物が古くて）固い），析３（長く、久しく），拙（疲れている），絶
（寒い），噌（涼しい、冷たい），疏（明るい、ぴかぴかである），＊騒（耳
が聞こえない），側（（体が）虚弱である），駄（緑色である），岱（乱れ
ている），＊醍（しびれる），諾１（満ちている、いっぱいである），蛸
（遅い），谷１（びくびくしている），値（猛烈である），畜（密である、
隙間がない），苧（明らかである），直（しびれて感覚がない），佃（難
しい），壷（（調理時間が短くて食物が）やわらかい），偵（うんざりす
る），呈１（元気がない），呈２（しおれている），陲（粘っこい），＊邸
（間違える、逆である），砥（太っている），討１（慣れっこになる），討
２（（食物が）やわらかくて歯切れが悪い），陶（傾いている），峠１（平
らである），峠２（（試合のスコアが）同じである），馴１（整然として
いる、きちんとしている），馴２（全てそろっている），燃１（浅い），
燃２（（内容や意味が）浅薄である、やさしい），派（うまい具合であ
る），輩（頻繁である、しきりに～する），楳（青い、緑色である），煤
１（軽い、力を入れない），煤２（（程度が）軽い），賠１（はっきりし
ている），這（晴れている），博（貧しい），畠（全てそろっている），犯
（熱い），罷１（やわらかい），罷２（力が入らない），謬１（愚かであ
る），謬２（呆然としている），＊富（少ない、足りない），侮１（深い），
（１０１）６２
侮２（（色合いが）濃い），舞（すばらしい、神業である），物（ぬれて
いる），保１（やせている），保２（（服のサイズなどが）小さくてきつ
い），母１（熟練している、慣れている），母２（熟知している），母３
（煮えている），母４（（程度が）深い），母５（（植物の実が）熟れてい
る），棒２（固定している、動かない），棒３（閉まっている、通ること
ができない），棒４（（程度が極点に達していることを示す）ひどい），
防（ゆるい），眸（（食物が）酸っぱくなる），勃（（食物が）さくさくし
ている），磨（だるい），＊黙１（痛い），黙２（悲しい），邑１（十分で
ある、完全である），邑２（透徹している），雄（先がすり減っている），
要（うまくまとまる），浴（傾いている），淀（曲がっている），頼畠（全
てそろっている、完全である），絡（遅い），履（勢いがある、盛んであ
る），梁（暖かい），糧（安定している），蓮１（まばらである），蓮２（水
分が多くて薄い），聾１（細い），聾２（細かい），鰐（塩辛い），弌（小
さい、狭い），弍（斜めである），偈（飽き飽きする），＊册（声がかれ
る），冢１（ぴったりしている），冢２（（躾などが）厳しい），勸（粗野
である、野放図である），啣（硬い），圦（騙されてばかを見る），垈１
（円い），垈２（円満である、整っている），垓（遠い），堡（均等であ
る），壜（汚い），壯１（ぼろぼろである），糟２（まずい、ひどい），壼
（早い），姚（狭い、小さい），＊嬪（体の一部が張ってつらい），屎
（まっすぐである、偏っていない），岷（まっすぐである、曲がっていな
い），嶷（zhòng）１（（動作が）重い、強い），嶷２（（症状が）重い），
彝（たくましい），彈１（正確である），彈２（はっきりしている），從
（紫色である），怎（十分である）
３．１．２ 複音節形式
芦協（安定している、平穏である），芦糧（安定している、平穏である），
吋諾（実がよく入っている），街久（徹底している），撹母（成熟してい
る），割蛍（十分である）， 艦苧（賢い），＊具伉（胸がむかつく），＊欺
／社（高いレベルに達する），極屎（きちんとしている），戟諾（実入り
がよい、ふっくらしている），鹸墫（複雑である），孤昌１（きれいであ
る、清潔である），孤昌２（何も残っていない、きれいさっぱりしてい
る），互佶（うれしい），巷峠（公平である），高錆（つるつるしている），
狛諮隅（度を超えている），狛遊（行き過ぎである），栽尖（理にかなっ
ている），栽癖（ちょうどよい），冊与（わけがわからない），雑凛（目
６１（１０２）
がかすむ），産才（穏やかである），試強（ぐらぐらしている），字痩（賢
い、気が利く），偲眺（寂しい），錫費（鋭い），酒汽（簡単である），潤
糞（丈夫である、しっかりしている），諸鑑（むだなくまとまっている），
娼鳩（精密である），醤悶（具体的である），譲堡（むらがない），錐絵
（広々している），昔耕（しっかりしている．丈夫である），昔真（確か
である、しっかりしている），旋墾［＝染墾］（ひどい、激しい），旋鯛
（きちんとしている、きびきびしている），旋沫（きちんとしている、き
びきびしている），痴冊（（意識が）ぼんやりしている），苧易１（明白
である、はっきりしている），苧易２（物分りがよい），庁冊（ぼやけて
いる、はっきりしない），哲才（暖かい），宴卷（安い），働疏（きれい
である），峠譲（平均している、公平である），峠糧（（揺れがなく）安
定している），峠屁（むらがない），馴畠（（あるべき物が）全てそろっ
ている），賠易（はっきりしている、明白である），賠萱（はっきりして
いる、明白である），賠佰（（意識が）はっきりしている），鳩糞（確か
である），穂捲（心地よい、快適である），乏笥（流暢である），乏返（順
調である），湊峠（平穏である），猛賑（やんちゃである），宥乏（筋が
通っている），祐酔（愉快である、気が晴れ晴れする），邑街（徹底して
いる），邑競（極みである），要輝（適切である），梁才（穏やかである），
糧嶷（慎重である），蓮院（希薄である），聾崑（きめ細かい），㌣聾（詳
しい），弌伉（慎重である），佶鶏（興奮している），偈軍（うんざりす
る），冢鯉（厳しい），冢糞（ぴったりしている），凵賑（つまらない、
退屈である），嘲汗（愚かである），堡各（均等である），奢糞（丈夫で
ある、しっかりしている），屁馴（整っている、きちんとしている），屎
鳩（正確である），巓欺（行き届いている），彝糞（たくましい），彈鳩
（正確である），徙聾（注意深い），恊嶷（（行為・態度が）立派である）
３．２ 動詞（＊印（１３例）は『白水社』で形容詞であることを示す。）
３．２．１ 単音節形式
移１（負ける、敗れる），移２（（花や葉が）しぼむ），卯（破裂する），
雲（破裂する），荏（be¯ng）（はじける），演（あまねく），押（病気に
なる），柿（沈む），撹１（なる），撹２（～し遂げる），嶷（chóng）（重
なる、ダブる），渇１（縮む），渇２（ひきつけを起こす），刊（突き通
す），堪（（本の行などを）間違える），宜（do）（倒れる）１，宜２（（精
（１０３）６０
神的に）まいる），宜３（（店などが）つぶれる），宜（dào）（逆さまに
なる），誼（dé）（出来上がる※口語的），渠１（落ちる），渠２（なく
す、失う），協（固定する、決まる），卿（失う、なくす、落とす），峡
（分かる），強（動く），僅（切れる、折れる），＊謹１（（度を超えて）
多い、余計だ），鍬１（ひっくり返る），鍬２（不和になる），敬１（飛
ぶ），敬２（ひらひら舞う），＊決（気がおかしくなる），捲（従う），公
（～に与える），校１（（一定の程度・基準などを満たして）十分に），校
２（（限度を越えて）嫌と言うほど），＊皇（膨れる），降（慣れる），才
（仲直りする、和睦する），＊冊（焦げる），晒（溶ける），＊撒１（だめ
になる），撒２（失敗する、ひどくなる），撒４（（人の性格が）だめに
なる），＊仔２（だめになる），氏（熟達する、覚える），肢（気を失う），
詞（混ざる），詩（裂ける、割れる），試２（生きる、生存する），諮（怒
る），勝（尽きる），壌（巻く），＊蒸（余すところなくやる、尽きる），
図（泣く），水（倒れる、崩れる、だめになる），雛（損をする），鯛（la
４）（漏らす、抜かす），禧（ぼんやりする、あきれる），叢（裂ける、
ひび割れる），息（漏れる、抜ける），諾２（（一定の期限に）達する），
谷２（怒る），短（存在しない、ない），檀（ぼうっとする、くらくらす
る），痴（夢中になる），註（（明かりなどが）消える），＊辻（怒る），
顛（疲れてダウンする、のびてしまう），殿（恐れる），怒（逃げる、抜
ける、飛ぶ），唐（（商売で）損をする），筒（裂ける、割れる），篤（割
れる、破れる、壊れる、傷つく），＊賠２（少しも残らない、すっか
り），＊罰（びっこをひく），備（こぼす、こぼれる），柊（s
ˆ
n）（ばら
ばらになる），柊（sàn）（散らばる），彬１（傷つける），彬２（度が過
ぎてうんざりする），孵１（折れる、切れる），孵２（（商売で）損をす
る），複（残る），覆（勝つ），補（負ける、敗れる），鋒（眠る），＊乏
１（方向が同じになる），＊乏２（順序に沿う），忘（裂ける、破れる），
棒１（死ぬ），哩１（砕ける、壊れる），哩２（（心配し過ぎて心が）砕
けそうになる），繭（倒れる、抜け落ちる），宥１（通じる），宥２（理
解する），邑３（通る、透ける），頼１（なくなる、尽きる），頼２（終
わる、完了する），蝋１（失明する），＊蝋２（［方］（糸・配線が）もつ
れる），㍊（（音が）鳴る、響く），№（似ている），丶（笑う），佰（目
覚める），凵（飽きる），哺（勝つ），堽（yu¯n）１（めまいがする），堽
２（気を失う），堽（yùn）（めまいがする），墟（失敗する、台無しに
５９（１０４）
なる），壓～（～に位置する），姆（破裂する、飛び散る），嫻（zhàng）
１（（水分を含んで）膨らむ），嫻２（使いすぎる、超過する），彭
（zháo）１（達成する），彭２（あたる、接触する），彭３（（火が）つ
く），彭４（寝つく），尹（呆然とする），嶐（腫れる），嶄（zhòng）（当
たる），帙（しわになる），廖１（しっかりと固定する），廖２（（動き
を）止める），廬（zhuàn）（回る），廳（儲ける、儲かる），恠１（（あ
る場所から）離れる），恠２（（もとの姿・形・意味・色などが）失われ
る），恪（酒に酔う）
３．２．２ 複音節形式
火系（不具になる），雅／賑（（呼吸するときに）わき腹が痛む）， 竃／
鯉隅１（度を超す），竃／筈隅（度を超す），竃／舞隅（ぼんやりする），
欺／久１（最後までやり抜く※多く２音節語の後に用いる），欺／返（入
手する），欺／遊（極限まで達する），獪江（気にかける），救宜（ひっ
くり返す、逆さまにする），音俚（やまない、止まらない），撹孔（成功
する），混／伉（がっかりする），子／伉（意気消沈する、がっかりす
る），式／鯉（合格する），祥偖（緒に就く、目鼻がつく※複音節動詞の
後につく），送／僮（血が流れる），顛／和（（疲れて）まいってしまう），
秘／痴（夢中になる），柊／尺（解体する、ばらばらになる），貧／輝（騙
される），貧／飩（癖になる），複／和（残る），楼降（慣れる），凵軍（飽
き飽きする、嫌になる），恠／医（節回しが外れる、話が本題からずれ
る），恠／距隅（調子が外れる），恠／凛（見誤る），恠／劔隅（もとの
形を失う），恠／恁（口を滑らせる）
３．３ その他
火（損なう、傷つく→付属語。通常“火阻”の形で用いる），捌（ずる
い→付属語。滑２に同じ），朔（後ろ→方位詞？『白水社』では形容詞
として「後ろである」），需（『⑬旗査囂簡灸』に補語用法の記述なし。『白
水社』は補語として「何かが認知されることを示す」）
４．文法情報の記載について
４．１ 品詞カテゴリーと音節数の違い
結果補語に使われる述語は、原則的に形容詞・自動詞（非意志動詞）
（１０５）５８
形容詞 動詞 その他 音節別の合計
単音節形式 ２１２ １３０ ４ ３４６（７４．８％）
複音節形式 ８６ ３０ ０ １１６（２５．１％）
品詞別の合計 ２９８（６４．５％）１６０（３４．６％） ４（０．９％） ４６２
である（望月１９９０，松村１９９７他）。ちなみにWang（２００１）は、他動詞
に属するものとして、“撹・卿・峡・氏・殿・唐・補・楼降・哺”の９
個の動詞を挙げているが、いずれも動作者の行為性・意志性は稀薄であ
り、数の上から見ても例外的なものといえる。また、朱徳熙（１９８２：
１２６）は、「結果補語にたてる動詞は少数であり、よく使われるものは
“恠・怒・強・宜・鍬・押・決・棒・需・峡・撹・頼・宥・刊・邑”な
どである」として、結果補語のほとんどは形容詞であると考えているが、
実際の状況はどうであろうか。
中国語には一つの語の品詞をあらかじめ決定する文法上の明示的な規
則（語形変化）は存在しないので、動詞と形容詞を即座に峻別するのは
困難である５）。前節で示した結果補語リストの＊印（アステリスク）が
示すように、本稿の調査では形容詞１２、動詞１３の計２５例に品詞表示の食
い違いが見られた。また、一つの補語にいくつの意味・用法を認めるか
によっても、補語の数は自ずと違ってくる。このことを承知のうえで、
今回の調査結果を表にして示すと、次のようになる。
『⑬旗査囂簡灸』の品詞表示に従うと、前節に掲げた４６２の項目中、形
容詞補語は計２９８個で全体に占める割合は約６５％、動詞補語は計１６０個で
全体に占める割合は約３５％となる。参考までに記すと、藍碕縄（１９９５：
１６６―７）の結果補語リストには、形容詞２３５、動詞１１６の計３５１（項目総
数）が挙がっているが、割合で見ると形容詞が６７％、動詞が３３％を占め
る数値結果となっていて、本稿の調査結果との間に大きなずれは認めら
れない。上の表では、複音節形式の全体に占める割合が２５％と幾分高い
ように感じられるが、これは生産性が高い連語を補語に含めていること
などが要因となっているように思われる（４．２を参照）。
中国語特有の問題は他にも存する。品詞区分の認定基準を設けても、
それを全ての結果補語に対して一律に適用することができるとは俄かに
断じがたい。例えば、本稿では“協”を動詞としたが、『白水社』では
動詞とせず、補語としての意味・用法を認めて項目を設けている。また
５７（１０６）
“需”は本来「見える」という意味を持つ動詞だが、そこから「何か
が知覚される」ところまで意味が広がっており、補語専用の語義を持つ。
“音俚”は『⑬旗査囂簡灸』では動詞となっているが、実質的には単独
で使用することができない付属語である。こうした述語成分の文法カテ
ゴリーをどう表示するかは、なお検討の余地がある。
４．２ 内部構造の違い：単語タイプと連語タイプ
服部（１９５０［１９６０］）の提示する原則、によれば、派生語であれ、
複合語であれ、語である以上、その間に別の語を挿入することはできな
い。また Chao（１９６８a：１５３―４）も、音声上の休止とこれに由来する分
離（挿入可能性）でもって語を定義する基準にしている。これらの記述
に従い、本稿では次のような補語を語（“簡”）ではなく、フレーズ（“簡
怏”）と見なしたい。
雅／賑， 竃／鯉隅１，竃／筈隅，竃／舞隅，混／伉，子／伉，式／
鯉，送／僮，秘／痴，柊／尺，貧／輝，貧／飩，恠／医，恠／距隅，恠
／籾，恠／凛，恠／劔隅，恠／恁
補語位置に現れるこうした「動詞＋目的語」構造をここでは通常の「単
語タイプ」の補語と区別して、「連語タイプ」と呼んでおく。これらは
離合詞と呼ばれ、一般の中国語辞典では単語として扱われている。中国
語では単語の作り方とフレーズの作り方に原理的な違いがないので、中
国語辞書に収める語彙項目の範囲を決めるのが難しいのである。もっと
も、明らかに単語と認められるものについても、一つ一つの要素がかな
り独自性を持っていて、単語としての結束力は他言語に比べて相対的に
弱いのであるが６）。
離合詞が中国語辞典の“簡”（語）の枠組みに収まりきれないように、
これが補語として用いられた場合も、フレーズとしての性格が顔を出す。
例えば、後に目的語を伴った“＊麿蟹恠距隅梧阻”（意図する意味は「彼
は歌を歌って音程を外した」）のような言い方は不適格である。つまり
厳密に言えば、連語の動詞成分だけが純然たる「補語」ということにな
る。しかし、この動目構造を構成している２つの要素は、意味的にも構
造的にも慣用化の度合いが強く、接合する動詞よりも結合度が高い。
Chao（１９６８a：４７４）や剋墳畑（１９８６）は、階層構造分析の観点から、
動補構造と目的語との語義関係を“（動詞＋補語）＋目的語”と“動詞
（１０７）５６
＋（補語＋目的語）”の二つのタイプに分けて考察を行っている。また、
朱徳熙（１９８２）は、動詞と連語タイプの補語の組み合わせを状態補語“V
得～”の縮約形式と見なしている。一例を挙げると、“渇誼貧飩阻”
（吸っていて癖になった）の縮約形式である“渇貧飩阻”は、通常の動
補構造文、例えば“渇貧兒頭阻”（アヘンを吸うようになった）と内部
構造が異なるため、後者は目的語を前に持ち出して“兒頭匆渇貧阻”（ア
ヘンまで吸うようになった）と言えるのに対し、前者は“＊飩匆渇貧
阻”のように言うことができないと述べ、両者の構造的な違いを説明し
ている。連語内部の目的語は、動補構造が従える通常の目的語とは文法
的性格が異なるのである７）。例外的な扱いとなるが、名詞（目的語）要
素を含めた連語全体を一つのまとまった形式として補語辞典に収録して
おくのが妥当であろう。
付言しておくと、連語タイプの補語には、上で見た「動詞＋目的語」
構造の他にも「動詞＋方向補語」構造を持つものがある。本稿第３節の
リストからは“顛／和”と“複／和”の２例が検出された。
¶宸担謹試隅斑厘匯爺孤頼，珊音委厘拙顛和！［p．２５２］
（こんなにたくさんの仕事を私に一日でやらせたら、疲れてのび
てしまう）
¶宸磯雷傾頁低郭複和議杏［p．２９８］
（この茶碗半分のご飯はあなたが食べ残したのでしょう？）
文構造の違いに関わるこうした文法情報も、『喜塘簡灸』には欠けて
いる。言い換えれば、そこでは連語が単語と同等に扱われている。補語
辞典は通常の単語タイプばかりでなく、連語タイプも取り込むべきだが、
そのためにはこの種の後置成分が分離可能であり、統辞的性格を具えた
ものであることを何らかの形で明示することが大切である。
４．３ 意味機能の違い
今回検出した項目は４６２に上ったが、“得”を使った拡張形式を除く他
の補語類に比べると、結果補語になる述語の数は圧倒的に多い。これを
精査して下位分類を施すことができれば、教学面にも大いにプラスとな
るに違いない。とりわけ結果補語が文中で果たす意味機能については、
体系立った検討が十分なされていないように思われる。ここではその大
よその方向づけを与えるために、大枠として、①文中の名詞句（主語・
５５（１０８）
目的語）を叙述する「事物指向型」、②前項の述語を補足・修飾する「動
作指向型」、③動作の完了を表す「アスペクト型」の３タイプを想定し
てみたい。まず、「事物指向型」と「動作指向型」の違いについて“撒
１”と“撒３”を例に説明すると、
¶析報委㌃徨脅塵撒徨。［p．１７６］
（ねずみが箱をかじって壊した）
¶麿是撒阻，匯棉和祥嬉軟柵玻栖。［p．１７９］
（彼はひどく眠かったので、横になるとすぐにいびきをかきだし
た）
最初の用例（事物指向型）では、補語“撒”と目的語“㌃徨”との間に
文法的な関係、すなわち“㌃徨撒阻”（箱が壊れた）という主述関係が
成り立つのに対して、２つ目の用例（動作指向型）では、通常の解釈か
らすると、“撒”と“麿”との間に“麿撒阻”（彼が壊れた）という意味
は読み取れない。“麿是撒阻”の“撒”は、主語“麿”について述べて
いるのではなく、“是”を修飾してその程度が甚だしいことを述べてい
るに過ぎないからである。後者のような程度や範囲を表わす補語類には、
次のようなものがある。
禍，海２，撒３，腎２，逗２，析３，値，煤２，母４，棒４，邑１，
邑２，割蛍，欺社，狛諮隅，狛遊，旋墾，邑街，邑競，演，校１，校２，
撒２，竃鯉隅１，欺久１，欺遊・・
このタイプに属する補語には、熟語化ないし慣用語化したものが多い。
これらは、本義の品詞と直接対応していない場合があるので注意を要す
る。
さらに結果補語の中には、実詞からの虚辞化が進んでアスペクト辞的
機能を持つに至ったと考えられるものがある。このような「アスペクト
型」の結果補語には、“撹２・誼・挫１・頼１・彭１”などがある。
¶宸嫌鮫珊短嗤鮫撹椿！［p．３５］
（この絵はまだ描き上がっていない）
¶痔貔誼阻，低晦匯晦龍祇奕担劔？［p．１１０］
（鳥を煮込んだので、ちょっと味見をしてください）
¶低委熱揮挫，辛艶卿阻！［p．１６１］
（お金をちゃんと身につけていなさい。決してなくさないよう
に！）
（１０９）５４
¶書爺貧怜壓廓戦一頼阻並，嗽肇心李阻匯了涛嗔。［p．３２２］
（今日の午後、町で用事を済ませてから、さらに一人の友人に会
いに行った）
¶宸頁寄揃歯，壓陳倖斌糾脅嬬択彭。［p．３７８］
（これはよく出回っている商品だから、どの店でも買うことがで
きる）
アスペクト型結果補語は、それぞれニュアンスは微妙に異なるが、い
ずれも動作が完了したことを表している。漢語史研究が指摘するところ
によると、動詞の表す動作に意味的修飾を添える結果補語は、事物指向
の補語から派生したものである可能性が高い（太田１９５８参照）。全体的
に見ると、『喜塘簡灸』は本義と派生義のこうした区別にあまり関知し
ていようだが、辞典としては項目の配列順序にも可能な限り一定の方向
づけを与えるのが望ましい。
動作指向型にせよ、アスペクト型にせよ、上で見た慣用語化ないし虚
辞化が進んだ補語は、本来の用法に比べるとさほど多くない。だが、事
はそれほど簡単ではない。ここでは深く立ち入ることができないが、動
作指向型に属する補語には、実際のところ、実義性の高いものも多く、
その具体的な中身はかなり込み入った様相を呈する。例えば“峭祐勞郭
謹阻”（痛み止めを飲みすぎた）［p．１３０］の“謹”ように過分義を示す
ものや“廷酔阻厘芝音和栖”（速く読んだら私は覚えられない）
［p．２１９］の“酔”ように動作の様態を示すものは、本義を強く保持し
ている。要するに、動作指向型は、単に程度・範囲を表すものだけでな
く、「過分義型」、「様態型」と、さらに下位分類できる可能性がある。
差し詰めこれらは、前述の動作指向型と事物指向型の中間に位置するよ
うな印象である。無論、各タイプの適用範囲は、詳しい観察を交えて慎
重に議論されなければならない。
５． おわりに
“制寄（拡大する），醐仟（革新する），㊧樋（弱める）”など２つの形
態素が一定の凝固をはたした複合語と違い、中間に他の成分の挿入が可
能な「動詞＋結果補語」構造はフレーズの一種であるため、一般の中国
語辞典には記載が乏しい。一方、文法書で取り上げることのできる補語
５３（１１０）
の数には、おのずと限界がある。本稿の出発点は、両者の間の溝を埋め
る結果補語辞典のあり方について考えることであったが、そのためには、
信頼性の高い基礎資料と文法情報が必要不可欠である。本稿では、こう
した試みの一つとして『喜塘簡灸』を足場に、品詞性と音節形式の違い
に基づいた結果補語リストを作成した。また、品詞以外の文法情報と下
位区分の可能性として、内部構造（単語タイプ／連語タイプ）と意味機
能（事物指向型／動作指向型／アスペクト型）の違いについても触れた。
だが、その中身はどれも試論の域を出ておらず、詳細については稿を改
めて議論する必要がある。
Chao（１８６８b［１９８０］：８０）が述べているように、狭い意味で、文法
は形態素や語といった構成要素のならべかたの解明を主とすべきもので
ある。その意味において、結果補語になる述語の分類は、中国語の文法
構造（配列パターン）を解明するための要所であると言っても過言では
ない。本稿での試みは、そのための初歩的な段階に過ぎない。当該構造
のコロケーションや文全体の意味を考慮した精緻な検討と今回作成した
結果補語リストの具体的な肉付けを今後の課題としたい。
注
１） 具体的な事例を一つ挙げると、２００４年１１月に開催された日本言語学会第
１２９回大会（於富山大学）において、ミクロパラミタ研究の角度から日中
両語の複合動詞／動詞連続構造を比較した「東アジア言語間比較研究の観
点から見た日本語・中国語の複合動詞」と題するワークショップが企画さ
れている。
２）『温囂箭盾』は、常用の動詞と形容詞、合わせて１０７２語（多義語を項目
別に数えた場合は１５４８語）を見出し語とし、７種の補語（結果補語、方向
補語、可能補語、介詞連語補語、程度補語、状態補語、数量補語）との組
み合わせを実例によって示した辞典である。
３） 出典の略号は、以下の通り。
『現』→『現代漢語詞典』（中国社会科学院語言研究所詞典編輯室（編），２００５
年第５版，北京：商務印書館）
『白』→『白水社中国語辞典』（伊地知善継（編），２００２年，白水社）
『中』→『中日大辞典』（愛知大学中日大辞典編纂処（編），１９９６年増訂第２
版，大修館書店）
『東』→『東方中国語辞典』（相原茂・荒川清秀・大川完三郎（主編），２００４
年，東方書店）
４） 一般の辞典の記載では「付属形態素」と呼ばれているが、動補構造がフ
（１１１）５２
レーズであることに鑑み、本稿ではこれを「付属語」と呼ぶことにする。
服部（１９５０［１９６０］）参照。
５） 中国語の品詞分類は古い研究テーマであるが、その認定基準は現在でも
研究者によって異なる。語の機能を基準として品詞の分類がなされると主
張する朱徳熙（１９８２）は、動詞と形容詞を区分する基準として、①前に
“載”を加えることができるか否か、②後に目的語を取ることができるか
否か、という二つの対立項を用いている。そして、“載”の修飾を受け、
且つ目的語を取ることができない述語を形容詞としている。例えば、“棒”
は「死ぬ」という意味の時は“載”の修飾語を受けないので自動詞となる
が、「融通が利かない」という意味の時は“載”の修飾を受けることがで
きるので形容詞となる。
６） 特殊なケースだが、“仇寳”（地震）や“喞潮”（ユーモア）のような単
語が“仇阻匯肝寳”（地震が一回起こった）や“喞麿匯潮”（ちょっと彼を
からかう）のように分離することがある。中国語の漢字は表意
（ideographic）文字ではなく、表語（logographic／lexigraphic）文字であ
ると言われる所以である。
７） 本稿第３節のリストに入っていない連語タイプの補語は他にもある。
Chao（１９６８a：４７４）と装埖鯖吉（２００１：５３９）には、“傍鍬然”（仲たがい
する），“択貧輝”（買い物をして騙される），“恭彬欠”（凍えて風邪を引
く），“郭痴伉”（夢中になって食べる），“岱竃兆”（（治安・環境などが）
乱れて有名になる），“母狛匠”（熟れすぎている）といった用例（下線筆
者）が見られる。
主要参考文献
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